
(様式）

三木市立　吉川小学校

1　学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

２　本年度の重点目標

対象者 評価指標・評価方法等　（質問紙調査を実施） 妥当である 過大評価である 過小評価である

児童

〇とことんスタディー（単元内自由進度学習）やフリースタイルプロジェクト（個人総合）、
日々の児童主体の学習形態に、進んで取り組むことができたか。
　⇒児童用アンケートで８０％を達成する。⇒（2025年度は84％）
〇基礎基本の知識・技能の習得と自分で学習を進める力をつけることができたか。
　⇒児童用アンケートで７０％を達成する。⇒（2025年度は85％）

A 〇

教職員

〇とことんスタディー（単元内自由進度学習）やフリースタイルプロジェクト（個人総合）な
どの新しい学習形態に取り組み、学習者主体の授業づくりについての意識改善に取り組むこと
ができたか。⇒教職員用アンケートで８０％を達成する。⇒　（2025年度は100％）
〇タブレット等を活用し、基礎基本の知識・技能の習得と自分で学習を進める力をつけさせる
ことができたか。⇒教職員用アンケートで８０％を達成する。⇒（2025年度は94％）

A

家庭や地域
との連携

○子どもたちは授業をわかりやすいと話しているか。
　⇒保護者用アンケートで８０％を達成する。⇒（2025年度は75％）
〇とことんスタディー（単元内自由進度学習）やフリースタイルプロジェクト（個人総合）、
学習者主体の授業づくりに、子どもが進んで取り組むことができたか。
　⇒保護者アンケートで８０％を達成する。⇒（2025年度は59％）

C

児童
〇道徳の授業の中で、道徳的課題について自分の考えを持ったり、意見の交流をしたりするこ
とができているか。
⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は90％）

A 〇

教職員
〇子どもが多様な意見を言える授業づくりに取り組むことができているか。
〇子どもの道徳的価値に関する考えや、成長を捉えることができているか。
⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は97％）

A

家庭や地域
との連携

〇家庭で道徳教材を読む機会を設け、親子で考える教材などに取り組む。
⇒保護者参加率８０％を達成する。　⇒（2025年度は6３％） C

児童
〇自分や友達の良い行いに目を向け、自尊感情を高め合うことができたか。
⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は92％） A 〇

教職員

〇子どもの良い所を見つけ、それを子ども達に伝えることができたか。⇒（2025年度は
100％）
〇同和教育、人権教育などの研修を受講し、人権意識を高める。
⇒年度内に２回以上受講する。⇒（2025年度は88％）

A

家庭や地域
との連携

〇よかわっ子スマイル参観、冬休み人権週間に参加したか。
⇒保護者出席率８０％以上を達成する。
よかわっ子スマイル参観（202５年度７７％）、冬休み人権週間3年生以上（2025年度
86％）

B

児童
〇友達一人一人の違いを大切にし、互いに助け合える人間関係ができているか。
⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は95％） A 〇

教職員

〇定期的に全職員での児童の情報交換と適切な指導・支援方法の共通理解を図ることができた
か。
⇒気になる児童の様子、支援の方法等を記録に残す。⇒（2025年度は94％）
〇児童一人一人の特性に応じた指導方法の充実に努めたか。
⇒教職員アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は100％）
〇関係機関、医療・療育機関、中学校・園、保護者と連携を図り、よりよい支援の充実に努め
たか。。⇒教職員アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は88％）

A

家庭や地域
との連携

〇児童は一人一人の違いを大切にし、互いに助け合える人間関係をつくろうとしていると感じ
るか。
⇒保護者アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は88％）

A

・昨今ではＳＮＳの普及もあり、様々な観点から人権が問題視される。気軽に差別投稿に「いいね」しないなど、教える
側も多種多様な指導が求められる。
・学校の取り組みに、つながりを意識した有意義な活動ができたように思うとあるが、今後もこのつながりを大切にして
進めてほしい。
・子ども園からの関係が長く人数も少ないので、他の学校との交流もあってほしい。スマイル学級でのバドミントン大会
はとても良い経験につながったと思う。
・保護者のアンケート「子どもと一緒に人権について考える機会がありましたか」では、「否定的」な評価が「37％」を
占める。学級懇談会などの場を活用し、保護者と話し合いの場を設ける等し、取り組めない要因の抽出と対策を作り、ト
ライ＆エラーで取り組み解を見つけてほしい。

・異学年交流や学級指導など普段の学校生活の中で、教師が常に人
権意識をもって接することが、一番の子どもの成長につながると考
える。それぞれの人権意識をより高めるために、引き続き研修も積
極的におこなっていく。
・今年度の教育事業（スマイル学級）では、「子どもを地域で育て
る」をひとつのねらいとし、地域指導者の方々の協力を得ながら活
動をおこなった。また保護者も一緒に参加できる内容も取り入れ、
つながりを意識した有意義な活動ができたように思う。
・よかわっ子スマイル参観での授業は事前に研修をおこない、より
子どもの学習が深まるよう取り組んだ。また保護者と一緒に考える
ことで、子どもの考えを広げ大人も人権について考える場となっ
た。

・定期的な会議や必要に応じてケース会議を開催し多面的な視点から具体的な支援方法の検討を行ったこと、日頃の情報
共有の成果が表れているのは素晴らしい取り組みなので、引き続き取り組んでほしい。
・取り組みについて具体的に記述されていて、教職員の皆さんが努力されていることがよくわかる。改善の方策もしっか
りとたてられているので、次年度以降も期待できる。

・先生方の学習者主体に向けた新たな授業スタイルの取り組みを大いに評価する。ただ児童のアンケートでは、「やや否定」「否定」
が「15、17％」と一定を占めている。特に、「否定」とした児童が、それぞれのアンケート項目で「４％」ある。これらの要因を分
析し、対策をたて、きめ細かいフォローをして頂きたい。
・自ら計画を立てて取り組める子とできない子の差が広がりすぎるのではないかと思う。また、学習形態の具体的な内容が全くわから
ないので、内容を明確にしていただきたい。
・毎年のことだが、保護者の評価が低い。一方で、現場では評価が高いので、どのように保護者へ伝えていくのか。また、最近では校
内で宿題を終わらせることもあると伺う。家で宿題をしないことも関係があるのかもについても聞いてみたい。
・保護者評価との乖離は、学級懇談会、授業の場等で実態を説明し、保護者・児童と話し合いし最適解を見つけながら「トライ＆エ
ラー」で取り組み改善してほしい。
・学習指導に関して、保護者の理解を深め、不安を取り除くためには、学校や家庭での学習の様子がわかり、子どもたちに基礎基本が
着実に身につき、内容をよく理解していると保護者が実感できることが必要である。そのような状況が整えば、保護者アンケートの評
価もよくなるだろう。
・学校からの情報発信も大事だが、保護者がこの情報を目にしたり、子どもたちの声に耳を傾けているのかが、問題のように思う。
・ＡＩ時代を生き抜くために、「読み書き」の読解力を鍛えていく仕組みをお願いしたい。

人
権
教
育

〇人権の啓発を通した、多様
性の尊重と自尊感情の育成

・授業では、じっくりと自分の考えや意見をまとめるための手立て
として、ワークシート等を使った。その後グループや学級で意見を
交流することで、様々な考えに触れ、多面的に物事を見ることが出
来た。
・話の内容を理解することで、自分の考えを深めることができると
考える。そのために、ICTを使い映像や動画で具体的にとらえさせ
た。内容理解が苦手な児童にも効果的であった。
・人権参観や冬休み人権週間への取組については、たくさんの協力
をいただいたが、家庭で道徳教材を読んだり子どもと一緒に話し
合ったりする機会は少ない結果となった。少数ではあるが道徳の教
科書をもとに親子で意見交換したという意見もあり、学校側から家
庭での取組を勧めるような具体的な課題の提示が必要だと感じた。

道
徳
教
育

〇子どもの多様な意見を受け
止めたり、お互いの意見を尊
重したりする温かい授業づく
り

評価

学
習
指
導

〇学習意欲の向上を図り、基
礎的基本的な知識・技能を習
得させる。

〇本校研究主題並びに「個別
最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実」を研究・実践
するなど、授業改善に努め
る。

総合 評価

・低学年は自分の意見を口に出すというのは難しく感じるので、道徳の教科書をもとに親子で話し合う時間があればよい
と思う。
・保護者のアンケート「家庭で、子どもと一緒に道徳教材を読む機会はありましたか」では、「否定的」な評価が
「27％」を占める。学級懇談会などの場を活用し、保護者と話し合いの場を設ける等し、取り組めない要因の抽出と対策
を作り、トライ＆エラーで取り組み解を見つけてほしい。
・家庭や地域との連携に関して今までは70％以上だったのが本年度63％。保護者にどのように興味をもってもらうか、改
善の方策にもあるように家庭でも取り組みやすい課題の提示が鍵になると思われる。
・少数の方々の親子での意見交換されたのを、他の親子にも知ってもらうようにするのも、家庭での取り組む一つになっ
ていくように思う。

取組（達成）の状況

B

・学習者主体の授業づくりに対する教職員の意識改革が着実に進ん
だことは、本年度の大きな成果だといえる。一方で、個別最適な学
びを支える新たな指導スキルの習得や環境構築に向けて、より実践
に即した継続的な研修の充実が求められている。
・自ら計画を立て、自分のペースで学習を進めるスタイルに意欲的
に取り組む児童が80％を超えた。一斉教授型からの転換期におい
て、児童は大人の予想を上回る柔軟さで新しい学びに対応してお
り、自律的な学習者への成長が随所に見られる。
・教職員、児童の肯定的な評価に対し、保護者アンケートの結果
（授業の理解度：75％、主体的な取り組み：59％）は低位に留
まっている。この乖離を埋めるためには、学校からの情報発信のあ
り方を再考するとともに、「子どもたちが自らの言葉で学びの充実
感を語る姿」を家庭へ届ける仕組みづくりが、現状打破の鍵となる
と考えている。

特
別
支
援
教
育

〇一人一人の多様な教育的
ニーズに応じた特別支援教育
の充実

Ａ

・児童の共通理解を図る教職員による月一回の定期的な会議を開催
した。特に支援を要する児童については、必要に応じてケース会議
を開催し、関係職員、養護教諭、特別支援教育コーディネーター、
スクールカウンセラー等が参加し、多面的な視点から具体的な支援
方法の検討を行った。教職員アンケートでも、児童理解や支援の方
法について肯定的な回答が多く、日頃の情報共有の成果が表れてい
る。
・医療機関、福祉機関、教育センターなど、外部機関との連携の充
実を図っていきたい。特に、支援が長期的に必要な児童について
は、関係機関と継続的に情報を共有し、学校だけでは対応が難しい
ケースについても、児童を真ん中に据えた支援が行えるよう調整し
ていく。
・保護者には、特別支援教育に関する相談窓口や関係機関の情報提
供を行うとともに、家庭での子どもの様子や困り感を共有できる機
会の確保に努めた。今後も保護者が気軽に相談できる体制や場づく
りをさらに工夫し、学校と保護者が共に子どもの学びと生活を支え
る環境づくりを進めていきたい。

B

Ａ

今年度の最重点評価項目
（１つまたは２つ）

改善の方策

　　　　　　　　　　　　　令和7年度　学校評価　学校関係者評価書

　（１）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図り、豊かな学びを継続する。　（２）心の通い合う学校づくりを通して、心豊かな人間性の育成に努める。

学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

学校名

心豊かに　たくましく　学びを深めあえる子の育成　　　～  ふるさとを愛し　夢を育む　学校づくり  ～

　（５） キャリア教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      （６）組織力を高め教職員の勤務の適正化に向けた取組を推進し教育活動のさらなる充実を図る。　　　 　

３　自己評価結果　　　　　（　アンケート結果による達成基準　：　　4　よくあてはまる　　　３　大体あてはまる　　　２　あまりあてはまらない　　　１　あてはまらない　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アンケート結果の３と４の肯定的評価を計上している。
　　　【　Ａ：達成している(アンケート等の結果80%以上達成）　Ｂ：概ね達成している（70％～80％以上達成）　Ｃ：あまり達成していない（60％～70％以上達成）　Ｄ：達成していない（60％未満）　】
　

５　評価の観点ごとの学校関係者評価

評価
項目

　（３） 健やかな心と体を育て、たくましく生き抜く力を身に付けさせる。　　　            （４）認め合い、支え合う特別支援教育の推進

・学校教育目標、本年度の重点目標の達成に向け、最重点評価項目を設定し、教職員の皆さんは、児童が主体的に学び、
体験し、健やかに成長するよう、日々時間を惜しまず取り組まれている。また、児童・教職員・保護者を対象にしたアン
ケートをもとにして、日々の実践を振り返り、課題を把握して、次年度に向けた改善策をそれぞれに考えておられること
から、自己評価方法は、おおむね「適切」であると考える。
・ただアンケートの結果で、4「よくあてはまる」と3「大体あてはまる」の合計ポイントが80％以上あれば単純に「A：
達成している」と評価してよいのか疑問である。このことについて、次年度当初に検討しておいてはどうか。
・各評価項目で大きなウエイトを占めている「否定的評価」の項目は、今一度「取組（達成）状況」→「要因の抽出」→
次に繋がる具体的な「アクションプラン」を整えて取り組んで頂きたい。アクションプランは、「Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ」サイ
クルの視点で評価できるよう整理してもらいたい。



児童
○自分から相手を見て気持ちのよいあいさつや返事ができているか。
⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は90％） A 〇

教職員
〇子どもにあいさつ・返事・掃除・時間を守るなどの生活を意識させることができたか。

⇒教職員アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は88%) A

家庭や
地域
との連
携

○子どもたちに、気持ちのよいあいさつをするように声掛けをしたか。
⇒保護者アンケートで８０％以上を達成する。⇒（2025年度は91％） A

児童
〇災害や日常生活にひそむ危険から、自分の身を守る方法を知っているか。
⇒防災・安全に関するアンケート（3学期実施）の正答率８０％以上の児童が全校生の8割以
上を達成する。⇒（2025年度は98％）

A 〇

教職員
〇「明日に生きる」や道徳教材等を使って、自他の命を大切にする指導を継続できたか。
⇒年度内における指導を各学年で２回以上は行う。 A

家庭や地域
との連携

〇引き渡し訓練や警報時の引き渡しの際に、円滑に行うことができたか。
⇒保護者アンケートで80％以上を達成する。⇒（2025年度は92％） A

児童
〇給食を味わって残さず食べたり、体育や休み時間にのびのびと体を動かしたりしたか。
⇒児童アンケートで80％以上を達成する。　（⇒2025年度は87.0％） A 〇

教職員

〇朝の会や給食、学習等で、望ましい生活習慣（食生活・健康づくり・体力づくり）を意識づ
ける指導をしたり、授業時間を守って遊ぶ時間を確保したりしたか。
⇒一日一回以上、指導したか。教職員アンケートで８0％以上を達成する。
（⇒2025年度は98.0％）

A

家庭や地域
との連携

〇子どもの健康・体力づくりの取組に理解が得られたか。
⇒学校での体を動かす活動（外で遊ぶ・体育（水泳・かけ足等））や給食の様子について、家
庭で話をしているか。保護者アンケートで80％以上を達成する。　（⇒2025年度は
81.0％）

A

児童

〇児童は学校生活が楽しいと思っているか。
　⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（202５年度91％）
〇児童は授業が分かりやすいと思っているか。
   ⇒児童アンケートで８０％以上を達成する。⇒（202５年度は86％）

A 〇

教職員

〇学習者主体の授業づくりのために、教職員間で学び合えたか。
　⇒校内での授業参観を積極的に行い、意見交流する。
〇センター主催の研修会等に積極的に参加することができたか。
    ⇒担当である研修会以外に3回以上は参加する。

A

家庭や地域
との連携

〇キャリア教育の充実を図り、地域の産業や公共施設等に出向き、ふるさと吉川の取組に積極
的に参画することができたか。
　⇒地域のゲストティーチャーを招いての学習計画を年間1本以上行う。

A

HP等
〇ＨＰ等の随時更新、充実を図ることができたか。
　　⇒週に数回ホームページを更新することができた。 A 〇

教職員

〇事前案内をできるだけ早い時期に配付し、オープンスクール等の学校行事の出席率を高める
ことができたか。
　　⇒保護者の出席率80％以上を達成する。→（2025年度オープンスクール出席率
81.5％）

A

家庭や地域
との連携

〇学校運営協議会の各委員等に可能な限り学校行事等へ出席いただく。
　（一人概ね年3回程度）
　　⇒オープンスクール・運動会等に多く参加いただいた。

A

・アンケートの結果を見ると、児童アンケートでは、91％の児童が
学校が楽しいと肯定的な意見を述べている。また、８６％の児童が
授業が分かりやすいと肯定的な意見を述べている。今後について
も、児童が楽しい、分かると思えるような学級づくり、学校づくり
を目指していく。
・今年度は、子どもの自律的な学びを重視し、主体的・対話的で深
い学びの実現をめざして、教職員が全校やグループで研究授業を相
互に参観し、事後研修会で意見交流を行ってきた。また、センター
主催の研修会にも積極的に参加し、研修内容を授業改善に生かそう
としている。
・JAみのりや山田錦の館および地域サークルの協力を得て、吉川地
域の農業体験や地名の由来に関する学習を実施し、ふるさと教育の
一層の推進を図った。

・教職員が、全校やグループで研究授業を相互に参観し、事後研修会で意見交流を行ったり、センター主催の研修会にも
積極的に参加したりして、授業改善に生かそうとされていることは評価できる。
・評価書の「取組（達成）の状況欄」の「教職員」の達成率などの数値が記載されてないので、判断しにくい。
・一人１台タブレット、今までと異なる授業形態など、教職員も新たなステージへと進んでいる中、意見交換するなど凄
く大変な中いろいろな手法で進めていると思う。
「ふるさと教育」の充実に関して、地域と一緒に作る教科（住民に学ぶ授業）を進め、子供たちにスティーム教育も意識
しながら進めていければと思う。
・児童アンケート「学校生活は楽しいですか」「授業は、わかりやすいですか」で、「否定・やや否定」が一定の割合が
あり、特にそれぞれの項に「否定」評価が「５％」ある。教職員アンケート「教職員間で互いの授業参観を積極的に行
い、自分の授業に生かすことができましたか」「教育センター主催の研修会に積極的に参加し、授業実践に生かすことが
できましたか」「HPや学校通信・Teams等を通じて教育実践を積極的に発信することができましたか」で、それぞれの項
で「やや否定」が２～３割ある。これら両者で示された結果については、話し合いやヒヤリング等を通し要因分析し対応
策を講じてほしい。

A

・防災・安全に関するアンケート（児童）で正答率が高いところか
ら、必要な知識や理解が身についていることが確認できた。今後も
教材の工夫や授業の工夫をしていく。
・学校、地域、行政と連携し登下校での危険個所に関する情報交換
をおこなっている。今後もより安全な登下校環境を確保するため、
体制整備に努めていきたい。
・校内の安全点検については、点検担当の教員を学期ごとに入れ替
え、多様な視点と複数の目で点検をおこなうことができた。
・毎年地域防災訓練を地域と連携しながら実施することができてい
る。地域の方や保護者の方がもっと参加できるように工夫し、地域
全体で防災意識を高めるような取り組みをしていく。
・引渡し訓練は４月に行った。今年度は気象状態から考え何度か引
渡しをおこなう事態となったが、円滑かつスムーズに対応すること
ができた。

・学校として、適切に取り組んでおられ、今後の努力点も記されていることが評価できる。
・児童アンケートで正答率が高いとのことで、今後も安全・防災に関心が持てるように引き続き進めてもらいたい。
・保護者アンケートの「子どもは、自然災害や事故から身を守る方法を知って、安全な行動ができていますか」で「やや
否定・否定/1６％」、「引き渡し訓練や警報時の引き渡しの際に、学校からの連絡を確認し、適切に対応して頂けました
か」で「やや否定/８％」となっている。学級懇談会などの場で課題提起し、要因と対策を取られることが望ましい。
・毎年の地域防災訓練の参加率があまり良くないので、親子で何か体験するような内容にするのも良いのではないかと思
う。

生
活
指
導

〇いつでも誰にでも相手を
見て気持ちのよいあいさつ
を習慣化するように継続し
た指導

・こどもたちから気持ちの良いあいさつができるように、学級担任だけで
なく、携わる教職員全員で言葉掛けを行うなどして励行してきた。また、
児童会を中心にあいさつ運動や全校放送を通じて、あいさつをがんばって
いる児童を褒めて伸ばすよう心掛けてきた。課題としては、高学年は肯定
的評価が低学年に比べて少し低くなっており、引き続き気持ちのよいあい
さつが子ども達からできるように取り組んでいく。
・アンケートでは高い評価が得られているものの、教職員が捉える児童の
あいさつの実態には依然として課題が残る。形だけのあいさつに留まら
ず、心を通わせる習慣として定着するよう、今後も粘り強く取り組んでき
たい。
・定期的な会議を通して、月毎に子ども達に関する生活指導の内容を教職
員間で共通理解を図りながら指導にあたることができた。子ども達に掃除
や挨拶などを意識づけさせることができた。
・保護者アンケートの結果から、各家庭内であいさつの声掛けをしている
のは91％であった。来年度も継続できるように、学級懇談会や学校だより
等を通じて、保護者に協力を呼びかけていきたい。

安防
全災
教教
育育

A

教
職
員
の
資
質
向
上

〇研究テーマ実現に向けた授
業実践

〇ふるさと教育の充実に向け
た地域との連携の在り方の構
築、吉川小独自の教育課程の
創造

A

A

・ホームページやTeams、すぐーる等のICTツールを通じて、
保護者および地域の方に対し、学校の教育活動や行事、日常の
取り組みについて計画的に情報発信を行った。
・すぐーるを活用して計画的に事前案内を行った結果、学期ご
とに実施したオープンスクールには、多くの保護者や地域の
方々に来校いただいた。学校の取組を広く知っていただくとと
もに、保護者・地域との連携強化につながった。
・学校運営協議会委員の皆様には、オープンスクールや地域防
災訓練をはじめ、多くの行事にご参加いただき、学校運営への
ご理解とご支援を深めていただいた。

・挨拶に始まり挨拶で終わる。人間関係や信頼関係を築くための基本だが、気になる点は高学年ほど形だけの挨拶が多く
なると聞くので少し気がかりではある。保護者アンケートに関しては年々達成率が上がっておりいい傾向だと思われるの
で、引き続き家庭や地域の人からも声掛けをしてほしい。
・児童アンケートで示された「否定的」な評価については、児童会、道徳等の時間を使い子供の声や思いをくみ取るなど
し子供目線で策の検討をされては。また、家庭を巻き込んだ地道な策を講じることも大事と思われる。
・生活指導の最重点指導項目が「あいさつ」のみだが、子どもたちが学校生活を安全・安心に、よりよく過ごせるように
するための視点として、友達との関わり方、トラブルの解決、思いやり、協力する姿勢なども大切である。「いじめ」な
どがなく、自分と他者を大切にするといった項目も次年度の最重点指導項目に入れてはどうか。

食
育
・
健
康
教
育

〇健康づくりや体力づくりに
ついて意識を持ち、丈夫なか
らだづくりをしようとする力
の育成

A

・休み時間は部屋の中で過ごすことを好む児童が一定数いる。
少しでも体を動かす機会を増やすため、外遊びの楽しめる企画
を考えたり、体育館で遊べる期間を設けたりするなど、子ども
たちが自分から体を動かしたくなるように取り組みを続けてい
る。
・今年度は児童委員会活動でポスター作りや掲示物の掲示など
の活動をしてきた。また、給食の時間には、食べきれた時に子
どもと一緒に喜びを分かち合った。しかし、給食の残飯が多
く、食の大切さへの理解が進んでいない現状がある。生活科や
総合学習、家庭科の授業や地域での体験学習を通して、食の大
切さにふれる学習を継続していく。適量を食べられるようにす
るために、毎日の給食放送で食材に興味を持たせたり、楽しい
雰囲気で給食を食べたりできるようにする。

・給食の残飯が多いのが凄く気がかりである。食べたくても食べられない人もいること、食への感謝を忘れないことに意
識がもてたらと思う。
・昨今体力の低下が危惧されている。児童だけではなく大人も交じってできる体力アップの具体的な取り組みなども考え
ていけたらと思う。
・児童アンケートで、一定の「否定的」評価が見られる。児童会、道徳などの時間を使い、子供の声や思いをくみ取るな
どし子供目線で策の検討をされてはどうか。また、家庭を巻き込んだ地道な策を講じることも大事と思われる。
・子供の視力低下が年々増加していることの予防対策について、具体的な策を講じることを次年度の課題として加えてい
ただきたい。
・アンケートの質問の仕方で、あいまいな表現をしたり、二つのことを尋ねたりしているが、あまり適切でない。次年度
は、このようなことがないよう、アンケート全般の尋ね方を改善してほしい。

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
小
中
一
貫
教
育

〇コミュニティ・スクールを
通して、小中一貫教育の推進
を図る

〇災害から自らの命を守るた
めの学校・保護者と連携した
防災訓練の実施

・教職員のアンケートの「早めの事前案内、説明を配付し、保護者や地域の方々の来校を促すことができましたか」で
は、「否定、やや否定」が「18％」ある。保護者アンケートの「学校のホームページやteams等で、学校の様子が分かり
ましたか。」では、「否定、やや否定」が「36％」ある。教職員、保護者の項で一定の割合で出ている「否定的」な評価
につては、要因分析し改善策を講じることが望ましい。特に今、保護者へ伝えるツールとして使われている「HPや
Teams」での情報提供の在り方、活用などを学級懇談会などの場を使い保護者の声も聴き、より的確に確実に伝わるよう
な対策を講じていくことが望ましい。
・保護者アンケートの「学校の様子が分かりましたか」の評価が低いと感じた。子どもがどのように学校生活を送ってい
るか保護者は気になると思うが、情報発信することによる教職員の負担を考えると難しいのかとも思う。
・早めの行事連絡は保護者や地域の方も予定が立てやすく良いと思うので引き続きお願いしたい。
・小中一貫教育の推進を図ることに関しては進んでいると思われる。さらに今後のことも考えてもっと進めていただくこ
とを望む。


